ナトゥラリズムとシニシズムの彼方(5)フォークロリズムの理解のために by 河野 眞
1愛知大学国際コミュニケーション学部




河 野 　 眞
KONO  Shin
Neither Naturalism nor Cynicism (5)
― An essay on the Concept of “Folklorism” ―
Abstract
   As the last phase of the essay concerning the concept „Folklorism“, the present paper deals with the 
episode of Heinrich Heine, a German poet, who made a cynical comment about the Tiloreses or Swiss, 
one of the first groups that performed their hometown songs before a large audience in London in 
1820s. Heine, however, hadn’t a stubborn attitude to the fashion of the period, but he was, for one, 
intensively engaged in the popular art of his time. As an evident example for it we can mention the 
romantic ballet „Giselle“, that has its origin in his essay „On Germany“ which was published in a 
magazine in French and in which Théophile Gautier, a French writer, found an idea that was an 
incentive for a world-famous piece. Heine’s essay, therefore, is basically a poetic work, although it has 
long been considered by some Japanese Folklorists a theoretical work about the antithesis between 
Christianity and heathenism. Heine was fully aware of his responsibility as an artistic entertainer and 
from that viewpoint he was sometimes critical of the amateur groups that reproduce their daily life with 
some traditional requirements in the theatre without any proper arrangement, mistaking  their „folk“-
style for art. Moreover, Heine’s alarm about the early stage of the „culture-industry“ doesn’t cease to be 


































































































































































































































 7） ここでは次の 3 種類の民俗学史を挙げておきたい。レーオポルト・シュミット （著）河野 （訳）
『オーストリア民俗学の歴史』名著出版  1992. （原著：Leopold Schmidt, Geschichte der österreichischen 
Volkskuknde. 1951.）；インゲボルク・ヴェーバー＝ケラーマン （著）河野 （訳）「ドイツ民俗学 ― 
ゲルマニスティクと社会科学のあいだ」愛知大学法経学会『法経論集　経済・経営篇 I』第 117 
（1988）， 118/119 合併号 （1989）， 『経済論集』 第 122 （1990）， 124 号 （1990） （Original: Ingeborg Weber-
Kellermann, Deutsche Volkskunde zwischen Germanistik und Sozialwissenschaften. 1969, 2. Aufl.: 
1985.）； ヘルマン・バウジンガー『ドイツ民俗学・上古学から文化分析へ』第一部「学問の再検討」
（Original: Hermann Bausinger, Volkskunde. Von der Altertumsforschung zur Kulturanalyse. 1971, Kap.  I.）
 8） 次の概説書のなかのユダヤ人をめぐる民俗学に言及した諸所を参照， Rolf W. Brednich (Hrsg.), 
Grundriß der Volkskunde: Einführung in die Forschungsfelder der Europäischen Ethnologie. 2., überarb. 


































































 9） シリル・ボーモント （著）佐藤和哉 （訳）『ジゼルという名のバレエ』新書館  1992 （Original: 
Cyrill William Beaumount, The Ballet Called Giselle. 1944）；成立過程については次の文献も参照，；






























10） 参照， Zdeněk Váňa, Mythologie und Götterwelt der slawischen Völker. Stuttgart 1992,  „Vila“.
11） 折り込みの解説紙片には 〈魔法族の〉 のメンバーとしてヴィーラが〈魔性の女性。男性の心を惑わ
せる。ブルガリア・ナショナルチームのマスコット〉 と紹介されている。本文は次を参照，J. K. ロー
リング （作）松岡祐子 （訳）『ハリー・ポッターと炎のゴブレット（上）』静山社  2002,  p,160f. 
































13） その事情は前掲書に詳しい。参照，ボーモント （著）佐藤 （訳）『ジゼルという名のバレエ』
14） 関係者の生没年を挙げておく。ゴーティエ （Pierre Jules Théophile Gautier  1811–72）， アドルフ・
アダン （Adolphe-Charles Adam  1803–56）ジュール・ペロー （Jules-Joseph Perrot  1810–92）， ジャン・






























15） 振り付け台本の復刻版は次を参照， Giselle, ou les Wilis: Ballet ftantatique en deuc actes, hrsg. von 
Frank-Manuel Peter. Fasimmile der Notation von Henri Jutamant aus den 1860er Jahren. Hidesheim 2008.
16） 小沢 （訳）『流刑の神々・精霊物語』p. 25.











































































１．「宇宙論者」サークル：19 世紀末から 20 世紀初めにかけて，ミュンヒェン市の北域，
今日では中心部の一角シュヴァービングは一種の藝術家村ともなっており，一時期そこに
〈宇
㋙ ㋜ ㋯ ㋕ ー
宙論者〉と呼ばれるグループが集まっていた。中心メンバーの一人はドイツ近代詩の雄





























20） ドイツ語の副読本として編まれた Franziska Gräﬁn zu Reventlow （1871–1917） のアンソロジーへの
解説を参照， 河中正彦 （編）『父 ― 三つの小品』朝日出版社  1989,  p 39.
21） ドイツ民俗学会が 2001 年に学会誌に掲載したハロウィン特集によって，ヨーロッパ 10 カ国での
ハロウィンの受容と社会の反応を知ることができる。参照， ゴットフリート・コルフ （編）河野 （訳）
「ヨーロッパ諸国のハロウィン」愛知大学語学教育研究室『言語と文化』第 16–19 号 （2007–08） 所
































22） レーオポルト・シュミットは，モル （Karl Ehrenbert von Moll  1760–1838） を，自然科学者にして
国家経営者，そして民俗学の先駆者として高く評価した。参照，レーオポルト・シュミット （著）








ある。ヘルダー，ゲーテ，シラー，ゴットフリート ･ アウグスト ･ ビュルガー，フリード
リヒ ･ レーオポルト ･ ツー ･ シュトルベルクなどである。いずれも （それぞれの文学活動に



















23） 今日では一般的な言い方であるが，元になる名詞 „Volkstum“ が 1810 年の造語であることに注意
をしておきい。この語がドイツ文化のなかで果たした役割については次の節論を参照， 「ドイツ民俗





Max Kommerell, Gedanken über Gedichte. Frankfurt 1943.






















































26） J. W. Goethe, Jahrmarktfest zu Plundersweilern. In: J. W. Goethe, Satiren, Farcen und Hanswurstiaden, 
hrsg. von Martin Stern. 1968 (Reclam: Universal-Bibliothek Nr. 8565–67), S. 90–103. ; ゲーテの初期の小
戯曲はその民衆的な素材との関心が正面に出ているところがある。しかしこれらについての研究は
意外にも手薄でゲーテに関する概説書や事典で触れられる程度のようである。参照， Nicholas Boyle, 
Goethe. Der Dichter in seiner Zeit. Bd. 1: 1749–1790. München 1995, S. 173–174.; Gero von Wilpert, 
Goethe-Lexikon. Stuttgart 1998, S. 528–529.; Karl Otto Conrady, Goethe – Leben und Werk. Düsseldorf 
und Zürich 1999, S. 186.
27） これらの幾つかについては筆者がとりあげたことがある。例えば次の拙論を参照，昭和 58 （1983）
年「蹄鉄の伝説 ― 文化史からみた 1797 年のゲーテの詩想」　愛知大学文学会『文学論叢』第 72 輯，
p. 113–186.
28） これについては民俗学者レーオポルト・シュミットが巡礼研究の立場から解明を試みたことがある。
次の拙訳を参照， レーオポルト・シュミット「ゲーテと巡礼慣習」昭和 62 （1987） 年 7 月　愛知大学文
学会『文学論叢』第 85 輯， p. 200–164. （Original: Leopold Schmidt, Goethe und das Wallfahrtswesen. In: 
Bayerisches Jahrbuch für Volkskunde, (fürs Jahre 1976/77 Volkach vor Würzburg 1978, S.218–226.）
29） ヘルマン・パウルのドイツ語辞書によれば， „Vampir“ の語がドイツ語の世界に入ったのは 1730 年
頃とされ，また事例としてゲーテ「ファウスト」第 2 部 （5298 ff） が挙げられている。参照， 
Deutsches Wörterbuch, hrsg. von Hermann Paul. „Vampir“.   ただしゲーテの言及は，イギリスで
„Vampir“ をタイトルとした作品がバイロンの名前で刊行された 1819 年以後で，またそれを咎める
意味がこもっているとされる。参照，Goethes Werke 3 (Hamburger Ausgabe), S. 564 (Anm.)
30） これについては次の拙論を参照， 「古典劇における歌謡の使用とその背景 ― ゲーテ・シェイクス
































Walter Müller-Seidel (Hrsg.), Balladenforschung. 1980.
32） Emil Staiger, Die Zeit als Einbildngskraft des Dichters. Untersuchungen zu Gedichten von Brentano, 





















33） ジルヒァーについては伝記を含む次の文献を参照， Manfred Hermann Schmid (Hrsg.), Friedrich 
Silcher. Studien zu Leben und Nachleben. Stuttgart [Theiss] 1989.
34） ジルヒァーは甘美なメロディーの故に親しまれている半面，ein „Silcherle“ という言い方があり，
本人の作品だけでなく，それに倣った大衆受けのする平板な曲を表すものとなっている。





































































































点について ― 特に日本でおこなわれている通念の修正のために」（1） （2） 平成 5 （1993） 年 10 月 






































も収録されている。参照， Die Wallfahrt nach Kevelaer zum Gnadenbild der „Trösterin der Betrübten “. 
Nachweis und Geschichte der Prozessionnen von den Anfängen bis zur Gegenwart, mit Abbildungen der 
Wappenschilder, von Peter Dohms in Verbindung mit Wiltrud Dohms und Volker Schroeder. Kevelaer 1992. 
39） 巡礼慣習を問題にするのは当然にもカトリック教会であるが，ハイネはプロテスタント教会へ改
宗したユダヤ人であった。しかしカトリック教会の宗教民俗学の定礎者ゲオルク・シュライバーの
巡礼史の研究にはハイネのこの作品が言及されてはいる。参照，Georg Schreiber, Strukturwandel der 
Wallfahrt. In: Wallfahrt und Volkstum in Geschichte und Leben, hrsg. von G. Schreiber. Düsseldorf 1936, 
S. 1–183, here S. 146.
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40） Folklorismu in Polen, In: Zsf Vkde. (1969).; Folklorismus in Portugal. In: Zsf Vkde (1969)
41） 参照， Gabriela Kilianova and Eva Krekovicova (Ed.), Folklore, Folklorism and National Identification. 




る。参照， Zusana Stefanikova, Folk costume as a form of ethnic identification in Slavakia. Ibid, p. 27–38.；
また 19 世紀前半以来，民謡調で民族の一体性を歌う詩歌を手掛けた詩人たちの活動を取り上げた
次の論考も入っている。参照， Zusana Pfofantova, Lietrary Folklorism in the process of 19th century 



























































42） A Collection of Swiss Costumes, in Miniature designed by Reinhard Each plate represents a view taken 
on the spot: to which is added Description in French and English. London, printed by Schulze, Poland 



























43） 一般に普及しているものではカラー図版を 96 点に絞った次の原寸大の復刻版がある。Gewand 
und Stand. Kostüm- und Trachtenbilder der Kuenburg-Sammlung, hrsg. von Friederike Prodinger und 
Reinhard R. Heinisch. Salzburg 1983.
44） カール・アードリアン （Karl Adrian  1861–1949） は ザルツブルク市立博物館「カロリーヌム・ア
ウグスティーヌム」（オーストリア皇帝フランツ一世が 1835 年に死去した後，皇妃であった
Caroline Auguste ［バイエルン王家出身  1792–1973］ がザルツブルクに住んで同館のパトロンとなっ
たことに因む） から，1904 年に民俗関係の資料を区分して独立させ， 後 1924 年に旧ヘルブルン宮殿
の一角に移して「ザルツブルク農民博物館」（Altsalzburger Bauernmuseum） を設立した。その後進
が，今日の「ザルツブルク民俗博物館」Volkskundemuseum Salzburg / Monatschlössl in Hellbrunn） と
なっている。また 1908 年には「ザルツブルクふるさと保全・文化遺産保護クラブ」を設立するな
































































45） ピエトロ・ロンギ （Pitro Longhi  1702–85） はヴェネチア派の画家で，またヴェネチア絵画アカデ
ミーの教員であった。参照，『世界大百科事典』百平凡社
46） ショドフィエスキーについては次の文献を参照， Ernst Hinrichs / Klaus Zernack, Daniel Chodowiecki 
(1726–1801): Kupferstecher, Illustrator, Kaufmann. Tübingen 1997.
47） ハラー （Albrecht von Haller  1708–77） は 18 世紀の医学・解剖学の代表者の一人として知られ，そ
の分野の文献は多い。有名なアルプス讃歌は 1729 年に書かれ，1732 年の詩歌集に収められた。
48） カール・ベデカー （Karl Baedeker  1801–59） はドイツのライン地方エッセンに生まれ，コーブレ
ンツに没した出版業者，会社の設立は 1827 年，翌 1828 年に最初の観光ガイドブック『ライン旅行 
マインツからケルンへ』を出版した （Rheinreise von Mainz bis Cöln, Handbuch für Schnellreisende, 
hrsg. von J. A. Klein）。ただし刊行年については 1828 年ではなく，1830 年代とする説もある。
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49） ロンドンの老舗書肆マレー社の当時の社主ジョン・マレー 3 世 （John Murray III  1808–1892） は，
ダーウィン『種の起源』（1858 年） の出版でも知られるが，1836 年に『大陸旅行者のためのハンド
ブック』 （A Handbook for Travelers on the Continent） を刊行したのを皮切りに，携帯に便利な “red 
books” の時代を切り開いた。
50） トーマス・クックが最初の団体旅行を企画したのは 1841 年， 第一回ロンドン万博に総入場者 600
万人余のうち 16 万 5 千人を送りこんだのは 1851 年， そして 1862 年にはアルプスへの団体旅行を企
画して大成功をおさめて継続するようになった。トーマス・クック （Thomas Cook  1808–1892） につ
いては次を参照， ピエール・ブレンドン （著）石井昭夫 （訳）『トーマス・クック物語 ― 近代ツーリ















































フォークロリズムの理解を過たぬためには何に留意すべきか，すなわち “Neither Naturalism 
Nor Cynicism” である。小論はこのフレーズに肉付けする工夫という以上ではない。
